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Entanglement Entropyに対して知られている最も強い加法性は次の Strong Subaddtivityである。

SA + SA′ ≥ SA∪A′ + SA∩A′

2+1次元の CFTで無限に大きい角度 αの扇形の領域をAとする。この領域の Entanglement
Entropyは aを cut off γを定数として、

SA = γ · |∂A|
a

+ f(Ω) log a + b (1)

と表される。この系に Strong Subadditivityを適応すると、
f(π) = 0, f ′′(Ω) ≥ 0, f ′(Ω) ≤ 0, f(Ω) ≥ 0 (0 ≤ Ω ≤ π) (2) が得られる。
同様に 2+1次元あるいは 3+1次元において、半径 r1 と半径 r2 の同心円に囲まれる領域の

Entanglement Entropyはそれぞれ、

SA = γ · (r1 + r2)
a

+ b(ρ2 − ρ1), SA = γ · r2
1 + r2

2

a2
− f · log

(
r1r2

a2

)
+ b(ρ2 − ρ1) (3)

となり、この系に Strong Subadditivityを適応すると、b′(ρ) ≥ 0, b′′(ρ) ≤ 0 (4) が得られる。

d+1次元のCFTのEntanglement EntropyはAdS/CFT対応を仮定することにより d+2次元
のAdS空間の量を用い

SA =
A(γA)

4G
(d+2)
N

と計算される。ここにA(γA)は面 γAの面積、γAは領域Ａを境界として持つAdS空間上のminimal
surfaceを表す。(S.Ryu and T.Takayanagi, hep-th/0603001)

我々は数値計算を行い、AdS空間のminimal surfaceから計算されるHolographic Entanglement
Entropyが Strong Subaddtivityを満たすことを確かめた。
扇形の領域に対して、Holographic Entanglement Entropyは確かに (1)の形となり、f(ω)は

Strong Subadditivityから期待される凸性 (2)を満たした。
同心円に囲まれる領域に対しても、Holographic Entanglement Entropyは (3)の形になった。

一つの ρに対して二つの解 b(ρ)が存在したが、b(ρ)の小さいのが物理的な解であり、そのブラン
チ対して、Strong Subadditivityから要請される凸性 (4)が満たされることが分かった。


